













このたびは、ペンブックス ESPI 0125 M (エスビオ125 
M ) デートをお頁い卜-げいただきまして、巧にありがと 
うございます。「エスビォ1巧 MJ は、38ミリ広ちから 
125ミリ專邊までのズームを巧え、フィルムを口,でのバ 
ノラマ/浸巧ちをの切り替え、巧れたところから巧おで 
きるリモコンな:ど、いろいろ/占巧巧を搭巧したズームコ 
ン，、•クトカイラです。 

♦ 筑巧ス中の 巧のみ怠事巧には、巧になをけけて 

ぉ沒みください。 

♦ 本文中の与真•イラストは、ち巧の叟ぉと異なる禁 
むがあります。 

♦の、63ページに切り取って巧える「クイックガイド J 
がありますので、ご利用ください。 


















各巧の名お 



各がのを待（巧巧) 







カメラをまをにお巧いいただくためじ 


この製品の安全性については十分注意を払っておりますが、2ペー 
ジにある下話マークの内容については特に注意をしてお使いくだ 
さい 0 

A 警告 

このマークの内容を守らなかった巧合、巧用者が重大な傷害を受 
けると J 能'隆があることを示すマークでず。 

A を意 

このマークの 巧容を守らなかった場合、使用者が軽傷または中程 
度の傷害を受けたり、物的損害の可能性があることを示すマーク 
です。 

0は、禁止事項を表わすマークです。 

/ K は、を意をがすためのマークです0 


造^替告 

0々メラを分#し K いでください。カメ 
ラ巧巧には音ち往巧があり、唐巧のを 
おかみります。 

0落下などにより、々ィラ巧なかま出し 
たときは、をがに g 出がみに手をふれ 
f ぶいでください。を巧のをちがありま 

' す。 

0ストうッブか自•にをき付くとをおです。 
小さなおで诗がストラ-/プを旨にがけ 
/ぶいようにご巧怠ください。 


^ まホ 

0ち化をシ9ートさせたり、火の中に入 
れないでくだミい。また、々巧やを電 
をしないでください。巧装•を火のる 
れがあります。 

た^ろ .、々ィラ巧の 笔池 がを* •巧 巧を 
括 こしたときは、 ぶ やかに 巧化を 巧り 
おしてください。この巧を、やけどに 
f みごをちください。 






© y 巧い上のま意 


•巧れ落としじ、シンナーやアル コール •ベ 
ン•ソンどのな巧おがは巧巧し/ぶいでくた- 
さい。 

•音湿多涅の巧は语けてください。巧にまの 
中は葺谊になりますのでごを,をくたさい。 

•巧虫巧ゃ藥品を巧う巧は度けてください。 
また、々ビ巧止のためケースからかして、 
苗迪しのない巧に巧巧してください。 

•この々イラは巧水カメラではありませんの 
で、甫水だどが度接かかる巧では巧巧でき 
ません。 

-みいちを•シ ■ V ク.巧力などを化えない 
でください。才ートバイ•を•船などの霞 
をは、クッシ3ンだどを入れて巧赛して< 
ピさい。 


•レンズ、フ f インダー患のホコリはブロワー 
で吹ま巧ばし、 きれいなレンスブラシで取 
りとってください。 

•冀巧用または坦お^^を件での巧巧じは、お 
ij めできません。 

•巧性能を保つため、1〜2年毎に‘ぷ巧点ちを 
してください。お巧間巧巧しだかったとき 
や、乂かだ巧をの邮こは,なおやなしちりを 
してください。 

• 々メラの巧な f お度拓巧は一1の:〜50でです。 

•るまな•な度を化をちえると、カメラの巧み 
にホ巧がホじまず。々メラそバッグやビ A - 
ルおなどに入れ、苗なまを少なくしてから 
取り出してください6 

•ブミやが•巧•ホコリ•水 • ち餐ガス•巧 
みな:どがカメラの中に入い《^いようにごな 
ちください。か居のお W にります。ホ-や 
木巧 G どがけいたときは、段くないてをか 
してください e 


目ホ 


々メラを安をにお巧いいただくために 

取り化い卜•め泮ま . 

巧い方は巧申です . 

こんだ写夏を巧るには？ . 

»巧前の单巧をしましょラ 

I ソフトケース . 

2ストラップ . 


3. 亀巧を乂れてみましょう . 10 

4. 乃メラの g 义方 . U 

5. ズーミングそしてみましょう . )2 

フィルムを入れて巧おしましょう 

しフイルムを入れましょう . 14 

•フイルム唐度について . は 

2•がおお前 . 19 

3•フ7インダー巧表ホ . 20 

4.ランプま示 . 22 

ft 巧わしましょう . 23 

•スト0ボ自勤を化 . 25 

•ビント合わせのき手だ巧 . 26 

6. フィルムを巧り出しミしょう . 27 

•フイルムのホ中をき戻し . 29 


いろいろなをしましよう 
いろいろ巧巧の道び方/ホり巧巧巧お…が 


H 中シンク 〇 巧お . 32 

ほ速シサッター巧わ . 33 

ほ巧シンクロ巧お . 34 

バルフ巧を . 35 

バルブシンクロ巧お . 36 

セルフタイマー巧が . 37 

I ，モコ ンなお . 39 

S 貴挂を . が 

スボソト A ピ巧影 . 43 

フ * - 々スロツク巧お . 44 

パ/ラヴ巧わ . が 

写頁に日巧や時ま II をちしみミす . 49 

• 曰けや時刻のち正 . 50 

巧化のお转警吿 . 52 

ま化のな巧 . 63 

スト a ボ巧お巧お配 g とホ目現を . 55 

こんなときは？ . 56 

るボ'、•ネル . が 

ァ フターサー ビスについて . 59 

主 f ぶ化ち . 60 

クイックガイド . 62 





















































んな写真を涅るには？ 


[ ffl ピント M 巧 • 


连くの昆景を巧りたい . 42 

惠挂しに風景を巧りたい . が 

特定の诀いが巧にピントををわせて巧をしたい . 43 


夕」スト□ポ拓巧- - 

暗い巧でち兵を巧りたい . 25 

ストロホ挂おで目がホく写らだいようにしたい . 30、巧 

ち子 f よどでをになっている人巧の顔を巧るくちしたい . の 

夕 g をバックに人巧をちしたい . 34 

巧是をバックに人均を写したい . 36 


ズーミング巧な 


くしたり小さくしたりしたい 
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巧 f だどでおにだっている人巧の窗そ巧るく巧したい . 32 

ダ累をバックに人巧をちしたい . 34 

巧貝をバックに人巧を与したい . 36 

白か円みも S 巧に3?りたい .37. 39 


i が あま巧わ巧巧 


ダ巧をバックに人物を巧したい . 34 

を貴を巧りたい . 巧 

巧ちをバックに人物を写したい . 36 

を@しじ瓜巧を巧りたい . む 


ス その化 


カイラから皮れた巧からシ*ッターをがりたい . 39 

1《資に H けや巧を【を入れたい[巧したい] . が 


巧お前の 

準樵をしましょう 


ィ J みソフトトス 



々イラをケースに入れるときは、まおを〇卜’ド 
じしてください。[巧魚0ドドについては、10ペー 
ジをご巧ください。] 

• ソフトケースを開けると、リモコンを化巧ず 
るためのポケットがあります C リモコンを化 
钥するときは、上図のみ巧のを向から入れて 
くだきい C 














電巧を入れでみましょう 



巧源スイッチを上方向に»かすと空巧 
力 S 入 y ます。 M お ON] 

もう一度同じ方向に ft かすと B 巧が切 
れます。[電巧 OFF] 

■ カメラを宙用し，<^いとをは、必ずちおそ 
OFF にして < ださい e 

■ 巧*を ON •のまま巧 S した這を、お S をめ3 
か間たつと、自動的じち巧が OFF になりま 
す。 



ち巧を入れるとレンズカバーが開き、 
レンズがかし前に出ます。 


* 亥示バネルに マー クが化ているとまは、 
ち巧が巧巧していますので、巧あをを»して 
〈ださい C 52、巧べージをご K ください。 

• 3 VJ チウムまホに R 123 A 巧3あ J 1 本を巧 
用します。巧ホを巧くと時纠の#正かぶ、ちと 
だりまずので、ち化巧巧時 W 外は、巧おを巧 
かだいでください。 
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巧おするときは、カメラを両手でしゥ 
かり持ち、カメラが»かないようにし 
て、 シャッ ターボタンををかじ巧しま 
しょう。〔强く巧すとカメラが»いて、 
きれいな写真が a れません。] 

• 木や 音 巧•チーブルむどを 利用して、 からだ 
やカメラをぞをさせるのも良い方まです0 
• 々メラを»化8に 構えて ストロボ 巧 おすると 
まは、ストロボが上にだるようにしましよう6 
おが日巧 U 方向に出まず。 


♦レンスはズーミングをしたり、シャツ 
ボタンを巧してすることにより 
ます。3下などの巧ちにな y ますの 
レンズ巧みそ诗たないでください。 

♦ カメラ前面の巧を巧 • レンス•受ホ 
ストロボを化がなどを、 S や手でふ 
と、ビンボケ • «出不足 •* 出オー 
などの巧因になりまず。 


句 ズーミングをしてみましょう LM 〜1巧 mm の巧田でズーミングでまます] 


ズ—么レバーを ♦ ffl いこ回すと、 
巧せる 125 mm W [旁ま J へ、 ♦♦♦ 

を写せる说 mm 任!)[じち}になりま3 






裏ぶた MS レバーを下方巧に巧し下 
げると、裏ぶたがかし開きます。 

♦フィルムを入れるときは、直巧日化かさ 
たらない巧で巧ってください。 


2. 図のように、 
開けます。 


裏ぶたを手前に引いて 


* フィルムを入れるときは、巧お OFF で巧なっ 
てください0レンプが巨 ft 的において、々ィ 
ラをまとすな埃がありミす。 

■ フイルムは、 a りお巧 g を巧んで々メラの 
法れに巧れてから入れましょう。 
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3 .裏ぶたを聞けると、因のように黒い 
突盾があります， 



；フィルムは 凸柳を上にして、下側か 
ら先に黒い突起に差しなむように入 
れ、々に上測を入れます： 


• フィルムは、ド巧の: A ： を巧い巧：臣まみにしつ 
かりとまし込んでください。 
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ます。 


• フィルムがミっすぐ入っていることを么 
ず巧度してください。 

♦ フィルム g 巧巧みにゴミなどが巧ちずる 
とつィルムが正し < 巻き上けられまなん。 

•下因のように、フィルムはたるみがない 
ように入れてください。 

♦ フィルムの先巧が S く化ずぎているとき 
は、フィルムをバトローネにかし巧し哀 
します。 

• フィルム巧巧が任靖に巧れせがっている 
ものは、まつすぐに宙してください。 



フイル么のたるみるり フィルムのたるみなし 
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6 裏ぶたを閉じるとフィルムが自お的 
に卷き上げられ、1み白まで進みます。 


’因のように、フィルム巧«表示の j 
が化て自巧的に止ま y ます。必ずを 
»ま示が^になゥていることを巧 
受してください。 

8.フィルムが正しく入っていないと、 
ま示バネルに f が点、这してならせ 
ます。フィルムを正しく入れちして 
ください。 

-フィルム巧巧は、巧巧が OFF のときでも表 
示ミれミす。 
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フィルム巧®じついて 
フィルム巧 S 巨かセット 

このカメろでは、フィルムを入れるだけで フィ 
ルム盛をが巧的に 七ッ トされます。 

• IS 025 〜3泌〇までのフィルムが巧えます。 

«フィルム麽再は、をぶれ巧とやストロボ巧わ 
にち•间な ISO 400の巧用をおなめしミす。 


• ISOBOOU 上の S 巧度 DX フィルムは、窒 
巧やほい巧での巧お用としてごが巧くだ 

さい。 

• ほとんどのフィルムが，つィルム窗まそ 
自お的じたツトできる DX フィルムですが、 
DXU かのフイルムではフィルム巧度が25 
にセツトされてしまいまずので巧用でき 




巧度調節 



* 巧狂巧巧は、ご巧用刖に必、ず巧な•，てくだミ 



ファインダーを萌くと、因のような表示がちえ 
ます。フ f インダーを巧いたときにるえている 
巧巧が写真に写る巧苗です。 


• ク，イングー巧の a 示かるもにくいとさは、 
填巧ち節をけなってください。り9 ぺージ を 
こでください〕 


1•カメラを巧るい万へ向け、ファイン 
ダーをのぞきながら図のように視度 
南節ダイヤルを巧かしまず。 

2•ファインダー巧の （） や （） の 
持がおもはっきり見える位■に菌節 
します。 
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C の C ) 表示と0の 〔 ） ま示 
适巧 巧を 巧点 AF ] のとまにピントがをう 巧囲 
です。この巧抑にビントを合わせたい巧を入れ 
て 巧 影してください。 

A はをホ巧«が1巧 mm のとき、©はおぶ巧 K 
が如 mm のな合のビントが合う巧巧です。ビ 
ントのをう巧曲は、焦巧店巧が1巧 mm 測 [g 
ぶ则〕になるに二れて巧々になくなります, 

©の （） 表示 

スポット AF 巧 おのときにピントが合う 巧 巧で 
す。スホット AF 巧 おについては、43ベージ 
をご K ください。 

• サー ビスサイズの々ラープリント[バノラマ 
ブリントを食む]では、两面巧辺の巧がプリ 
ントされ，ぶいことがありミす。街巧に少しを 
搭を持たせてください。 
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下での巧おの巧含 

おお巧！•が 1.4 m 巧ぶよりを前のち合は、図のお巧 
巧みが K まに写る巧团にだります。おしたい巧を 
この巧巧巧に入れて巧おしてください。 

*1,4 m より巧巧 II でのパ/ラマ«おはフ * ィ 
ンダーでをそる巧巧とち R じ写る巧巧のまが 
大き < なりまずので、も•巧めできミサん。 
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ぶ 


ランプ表み 



フ r インダー接眼窓のも•境には、のランプ 
若ホがあります。 


0の0巧ランブ 

ピントが合うとホ‘びします。 

，な巧は、巧おお離がるすぎるか、ビントおわせ 
ができだい場合です。 

©の0ホランプ 

スト〇ポがお义するときに点‘订します。 

点おは、ストロポの充電中です。 

■ 0贷のランプは、 シャツター ボブンをみし巧 
したときに表示されます。 
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-から、す巧が曲 
:もた校のビントが 


I 么 ；| 



るい島くなっています。 

• ピントのをク巧囲は、巧な巧!*によって 
ります。ピントのをう巧巧については 
ぺージそご E ください。 

«特ぞの巧いがみだけにビントををわせた 
をは、スポッ ト AF 巧おをご巧巧くださ 


I 


リントをろむ 













まランプ〇の，まびを、そのままシ 
ターボタンを巧して巧おしまず。 


• S 均!ランプ fo び々ぶ r してから S りのも I 
ビントをろわせさずときは、ン*ッブー 
ンを巧し直してください。 

巧おできるお離は、を点巧雕が I25mm 
108m より3 く、を点拓離が 38mm’ 



なランプ〇が爲*中でも，シャ 
ボタンを押せば巧おは出巧まずが、 
卜はさいませんのでごま*ください 
カメラ前面の巧け巨忍が巧れでいるI 
しいビントをわせがおホなくな y. 




























この々メラでは、巧したいものが暗いときや逆 
化のときじ、ストロボが目お的に発ホします。 
シ* ,夕ーポブンを少し巧して、ホランプ：0 
が点灯すれば、ストロボがを化しまず。 


• この々イラじは、ストロボ2度巧ホによるホ 
y 留柱なおが付いています。詳しくは30ベー 
ジおよび 55 ベー ジをこ くた•さい。 

* ストロボをま巧して巧うと、ち化か夕か泣か 
くなることがありますが、ちちではありミせ 
ん© 


ストロポホおできる巧 K 〔ネガ々 ラー フィルム 
巧用時〕 


レンV•〜丄 SO 

100 

汾 

400 

38fnm (♦♦い ' 0.8 〜 3.Sfn 

0 .卜 Mm 

0.$— 7.6m 

125m fT» {♦) 

1.0$-1.9ni 

t.08-2.7m 

1,OS—3.8m 


これ1；1ホのフィルム巧5にっぃては、55ベー 
ジをご K ください。 


みホランプ〇が,ちぶした«合 
かランプ0の点巧は、ストロボを巧中をがら 
せます。ストロボを巧中は、シャ ./ ターが切れ 
ませんので、かランプ0のみなを巧巧してか 
ら巧をしてください。 


ピン^^をわサの苦手な巧 
オートフ* —々スは、巧巧ではありません。写 
したい巧のま件がん•の巧のような巧合、ピント 
のをわ U いちをがあります。そんなときは、巧 
したい巧とほぶをしい巧難にあるものにフ f — 
カス〇 ック そしてください。フォーカスロック 
については、44ベージをご居ください。 


a) 白い壺や W 巧などの巧巧にコントラスト 
(巧時を）のおい物の巧を。 

b) 真っ黒だものなど、化をながしにくい场 
の場を。 

C) お巧にさいを度でち勤している巧。 

d) 巧篇のみや巧かな毎巧の場合。 

e) る近のらのが巧時に存在するち合。 

0反射の強いホ、きい逆巧（局巧がおに明 
るいち合ん 
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覆 フイルムをむ y 出しましよう L フィルムは®お日光がさたらない巧で ay 化しましょう。] 



フィルムの最るまで»りをわると、 
白動的にをき黃しがおまります。卷 
き庚しが巧わるとモーターは止ま y 、 
図のように C がぶ巧して巧らせま 
す。 


• をき宾しは、レンズが白巧のに*垣脚 mm] 
になってから巧われます。 

• 巻き戻し時巧は 24 巧«りで巧 20 巧です。 

* をき戻しホは、 巧ちけちが巧»ま去されます。 
«さき黃しを了時、ホもれを巧ぐためフ4ルム 
は、ずべてをき込まれまず。 


♦ 12および24巧«リフィルムでは、フィル 
ムのちをな巧を运そた*巧のコマが、項 
な巧理でカットされることがあ y ます。 

♦規をなおになつてを、まだ«おが巧けら 
れるときは.フィルムの«をまでちんで 
からをき戻しか巧なわれます。ただし、36 
校»りフイルムでは巧巧目4おをすぐに 
さき戻しが巧われます。 



3 は、を巧に裏ぶたを巧けない 
、〇 gS にザか入ってしまいま 




ちま〔巧 mm] にだりまず。 

• フィルムが巧をにをきなられるまで、 S ぶ; 

をがけないでください。 

»话中きき戻しは、定おが ON 、 OFF どちら， 
も巧 II です。 

• ストラップ留め具レ: i 外でをき寅しポタこ 
を巧さないでください。をまましボタこ 
を*付けることがを y ます。 


フィルムを巧を枚をまで巧り终わらないうち 
にを中で巧り化したいときじごお用< ださい 


1. カメラ底面のフィルムを中尝き戻し 
ポタンむ2をストラップの突起で押 
します。[巻き戻しかおま y ます〕 

2•巻ま房しが佐わると、 モーターは 止 
まり表示バネルのりか点をして巧 
らせまず， 

3•ま示バネルの0のお*を语誘して 
からフィルムを巧り出してください. 



いろいろな«巧の里び方/赤目芭巧得能 


いろいろな 
巧おをしましょう 


なの * ストロボ/バルブボタンを巧すと、いろいろな 「S 出の方ぶ」をちぶことができますっ 



*98 5 i 1 

1 

i 

ホのかが 

fr^(0) (♦) L 巧 n 



■ まなの a おでは、，オート a 
ください。宅おを•宜〇巧 
卜巧ち J に戻ります。 

• I 才卜巧あ J な外でシャつ 
て巧おしたをに©々ボブン 
卜巧お，に戾ウます。 






— も EM.; ぉモぶ g 
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夕まなどの巧がや巧くてもストロボか毎え W 
い巧巧「61場、ミ巧 Igf よど]での巧おにご利用 
くた—さい0ストロボを巧化させませんので、 

罢巧の照明を利#して巧囲巧のをるソフトな 
乂なを爱しめます。_ 

スト□ポ/バルブボタンを押して表示 
バネルにを口表示を出し巧おします:, 

♦ほ连シ ャッタ ー» わでは、シ f ッ ター速 
度がまくなります C 手ぶれを巧ぐため、 
カメラを=苗などに困をしてください。 
また' 写される人が©いても，写真はぶ 
れてしまいますのでごをおください。 


^□1 巧まシンク〇巧巧 


> A 这 •• AF 

^OOOoi 


夕長などを巧 g に人物巧彩をずるときに巧い 
まず。 



ほ这シ ♦ ッター 


♦ほ a シンクロ巧おでは、シャッター速度 
がちくなります。をぶれを巧ぐため、々 
メラをなどに国ましでください。ま 
た、ちミれる人がれいてを、写真はぷれ 
てしミいますのでごま*ください e 
♦ほ互シンク D の場をにも、「ストロボ}§お 
でまるを苗の巧困巧」でホおしてくださ 







® Bj バルブ » お 



% ♦ 公 n AF 

CD 口 C 5" C 3)« 


巧火や巧君の巧お f よど、シ*ッターをお巧が 
巧き拭けて巧おをする場合にごが巧ください。 


ス ト〇ボ/バルブボタンを巧してま示 
バネルに ®B ま示を化し巧おします。 

• シ* V 夕ーボタンを巧して L 、る P ふシ T ，ク- 

が聞きおけます。 [S 長巧1か] 



，、•ルプ巧お 

に0400でめ3巧の巧を 


♦バルブホがでは，手ぶれを巧ぐため、力 
メラを云的などじ固ちしてください。 
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iB バルブシンク□巧を 



\ ♦の •》 が ' 

Cjx _ )< _ ^CJ W 


夜奇などをザるにした人巧巧わに巧いまず。 


ストロボ/バルブボタンを巧してを示 
パネルに >日ま示を出し»おしまず。 


♦バルブシンクロの巧さにも. r ストロボ巧 
おできる巧 R の苗囲巧 J で1•おしてくた 
さい。2$ページをご巧ください。 

♦バルブシンク□ホちでは、シャッターボ 
タンを巧している巧、シャッターか巧き 
つづけます。手ぶれを巧ぐため、々メラ 
を=巧などに固まして< ださい。また、 
写される入がれいても、写真はぷれてし 
まいますのでこ注* ください。 


• バルプシンク己では、バルブ巧おでストロボ 
をを化させまず。人巧にはストロポ化を3で、 
巧 g はる時間のシ*.，ブーままで、どちらも 
バランス良く操 K できます。 

• シ* ッブー ボタンを巧しているがシ * 7 ター 
が巧ま巧けます。 rftg 巧1み] 
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? イマーを スタート させたるに中 lb し 
いま、巧おスイノナを上方を]にをかす 
r ッブー ボタンなみの»巧ボタンを巧 
ごさぃ。巧巧スイ -/ チで中!!:してわ巧 
F になりません 0 









リモコン巧を 


リモコンを巧うと、カメラから難れた巧から 
9 T みのタイ ミ ングで巧をチることができます。 
リモコンのシ * ジターボブンを巧すと3巧後 
にシ*ッターが切れます e 


• リモコン巧おするときは、：.巧などをごが用 
くだミい。 

• リモコン«が時は、-セルフタイマー UK ; 
は巧巧でまません。 

■ バルブのときは、リモコンのシャッター 
ポブンを巧している PS 、 シ*ッブーが巧きお 
けます。巧ち約1分 J 


リモコンる巧る巧 
シ ♦ I ッターボタン 



巧 


夕懲巧。]^ 

, ごこ)-〇〇) が 

セルフ/リモコンボタンを巧して、 
表示バネルに■のを出します。 

• リモ3ン巧おモードかま、々メラ巧面のセル 
フタイマーランプがゆゥくりとみおします。 

• このとき々イラの シャツター ボブンをがずと、 
リモコ ン餐ちではだく进巧の1コ マ »於にだ 
ります0 

* リモコン* 影 モード〇 ままめ5分怕巧田する 
と、自な的に巧ち OFF にじりまず。 



2 .フ7インダー巧の （） を写したい 
ものに含わせ、リモコンをカメラ正 
面に向け、リモコンの シャッ ターポ 
タンを巧します。 

• セルフタイマーランプが g いお巧を3け枯し 
たるシャマターか切れまず。 

«リモ a ンのシ* ブター ポタンを巧したときに 
ファ インダー内の （） が合っているものに、 
ピントが合います。 
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リモコンホたのできる巧 s 
々ィラ正面から的 5 mW 巧 

• 逆光玲はリモコン»おができ狂いことがをり 
ミす。そのちをは、だルフタイマー巧おをご 
モ调ください6 

• ストロボ充電中はリモコン度巧はできません0 
• リモコンを巧用しないときは、ソフトケース 
のボケットに入れておくと居かです。ソフト 
ケースについては、8ベージをご16； ください C 


リモコン用■ホの*命 
巧30,0の间送なすることができます。巧ホの 
巧巧は虽奇りのベンタック スサー ビスセンター 
に ご用な ください。 [ち巧] 
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m 透景おわ 


H 

、■八 ■ 一 

K— 


を葡ゃガラスをしの這くの鼠景 f ぶどを巧おす 
るとまにごか巧〈ださい。巧ってを巧ゃガラ 
スじピントがをってしまうのを防けます。 


AF /： il 最ボタン AF を押して、表示 
バネルに A 表示を化し摄おします。 



• •巧巧おをすると话泉ちがはおおされます。 

■ S がぶをが■オート巧お.では、時くてもス 
トロボは定化しません。 
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ット AF 巧 K 


1/!側かぃ;お 

I % •台—•が 

OTZ ) ロロな 


フ7イングー巧の中巧付巧の埃い巧闻だけで 
ビント行わせをりいますので、巧茫のが分 I こ 
ピントをなわせたいときだどにこ•利用 < ださ 


AF / a まポタン AF を押してま示 
バネルに SPOT AF の表示を出しま 


♦ ピントををわせたいをのが函旧中ホにな 
い*#含は、フ * — カス〇ック«おを巧ゥ 
てください。フォーカス□ック巧 R につ 
いては44ぺージをこ’*ください。 



2ファインダー巧面面中共の （ > をピ 
ントを合わせたいものに含わせます。 


フォーカスロック巧を 



フ ォー カスロックの方を 
1ファインダー巧の （） が人巧から 
みれたままで巧おすると、図のよう 
に巧ろにビントが合ゥてしまいます。 

«フ*-々スロックは. 5な AF の巧おでら巧 



2ピントを合わせたいものに （） を 
合わせ、シャッターボタンをかし巧 
して、巧ランプ0をちなしたまま 
にしておくと、ピントが困定されま 
す。 


* このとき、 巧 出も同時に固なされまずゥ 



















,4 m より近巧巧でのパ/ラマ巧をは、フ r 
•ンダーでをえる巧囲と巧がこなる巧 W の至 
4大きく f 之りますめで、おおめできません0 











ハノラマデートにクいて 
この々メラでは、パノラマ巧をでも n がや巧が 
を巧しなむことができミす。巧ぃ方はち单运を 
のち汽と[司じですので、49ぺージの[巧さじ 
R 巧や時がを巧し込みます」をごおください。 
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» ,、•/ラマ操おの巧^^、适常の同時プリントに比べ口巧、巧をがかかります。 

巧しくは、わ巧でおたずねください。 

• バ/ラブおおでは、因のようにな単巧をのフィルム1コマみの卜•下を々ットするだけですから巧於は巧 
は、侵巧巧おのときと r 司じです0 



• パ/ラマでは、フィルム1:じ巧に x36mm の大きミで面巧を局し込み、ブリント设巧では巧じ mm x 
お mm の巧囲のブリントを巧ないまず。ただし、この巧囲はズーミングは la によって多少るいます。 

• パ/ラブプリントは巧が X254mm のサイズにブリントされまず。これは巧巧ち[わされたフイルムを六 
ソ切りサイズに引きかばしたものとほぼ同じほ巧にだります。 
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ちまに日付や時割を写し込みます 



巧能を巧っていまず。曰が々時巧のまホは、ほ 
ぼ iF しくセットしてあります。 


写しをみたい巧容を适びます 
@の DATE ポタンを巧す「年月日I 
と図のようにま示が巧わ y I 
まずので、巧望の表示を适 fn 
んでください。 L -一一 I 

t •占 I 

i 

r 巧曰年1 


i 0ちを 


■ 巧ちが OFF では、ま示の切り含えはできま 
せん0 

■ @の表才くパネルにを示されている曰けや吟る 1 J 
が巧ちにちし这まれます。 

■ □巧や巧巧を写し込ろたくないちろは、 

I . : にをわ甘ます。 

■ ©のま示'、•ネルの M は I 巧」巧泣 g を示して 
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日付や時則の巧足 

1.® の DATE ボタンを3巧 W 巧し病 
けると「年ち日 J ま示の「年」とズー 
ムレバーま 示が点巧します。 

2•なの DATE ボタンを一回巧すごと 
に魚巧を示がで年^^^ち^日-^^時^み] 
の巧に移かします。樓正したい表示 
を点をさせてください。 

3. @のズームレバーを左ちに回すと，是 
巧している数祖ををますることがで 
きます，右に回すと巧值は進み、を 
に回すと戻 y ます。回し爲けるとめ1 
巧をからは爲けて巧化します。 

4. 巧正なは、@の DATE ポタンを巧 
ちか巧して、「年月日」ま示に房して 
点巧をなくします。 


•「か表示の点致が巧で、 なの DATE ボブ 
ンを時報 f ぶどにをわ甘で巧才と〇巧にセット 
されます。 

• S おが OFF では、曰れや時を1の g 正はでき 
ません0 

* 巧正中[お滅る示中 J は、シャッターを切って 
口がや時巧は号し込まれません。 

• [み巧 H 」 おぶの「年 」 tis L 9 納年では巧 aj 、 
2奶1年では「01」のように下2ケタのみが 
表示されまず。 

* S 々公巧をけうと、時ががで時 0々 J にを 
わり、ちし这み巧止モード——になりま 
チ。おず巧巧の«止を巧ってください。 

* ま也たお直をの巧也では、@の OA 下 E ボ 
ブンを3み枯巧ミなくても•ホち曰」の「巧 
とズームレバーきみヴ Sr か点巧し、各正モ- 
ド じなります0 
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• '年月日 j と[曰時分 j を尼!巧に与:込むこ 
とはできません。 

• パ/ラブががでもがホや時巧のちしるみがで 
きまず6 


♦ 日巧や時巧が鸟る巧みに白 • 黄をなどの 
明るい巧かあると、日がや時を J か見えに 
くくなります。日がや時到かちる巧みに 
は巧るいものがこないよラにしまし ょ ラ。 
♦巧定巧巧を赶えたコマでは、日がや時を I 
が正しく写し込まれない«含がるります。 



この是■の苗ホロ" メコミを巧です。 
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覃化の消を«告 


できるフィルム本巧 [24 巧巧り] 

适巧の巧をモードでストロポのを用巧を 
50%じした巧む 約13本 

に R 1 巧八 巧 化•づれななを供こよる] 


• あられじめカメラにセットされているまホは 
サンプル用のまホのた A 、 卜.なのフィルム本 
巧を巧おできないことがあります。 


• 風呂では、•時的に電池公せ巧がを F するこ 
とがありまずが、巧岛じ庚れば巧用できます C 
ミた、巧おできる フィルム 本おが少リくなり 
ます。 


m 

か 5 f 广 

‘\ 


♦ド） IP * AP 1 

r (广 ）c )( つ口 oj 


巧池が巧巧してくるとるぶハ•ネルに図の 
a マー クが出て If 吿します。 g めに新し 
いま池と公换してくピさい。 a かお巧に 
巧わると、シ * ッター が坊れなく f よります。 
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ち池の交を 「>巧を OFF にします1 


• 空あのなおは、ま巧を OF ドにしで巧って< 
ださい。 ON で巧うと、巧ホを入れたときに 
レンズがかいて、々'ラをまとすむ玲がるり 
まホ。 

■ フィルム设おおよび U 巧（年月日）は、巧ホ 
父«をしてもそのまま纪巧されています。た 
たし、時巧は （0 時0か」になりますので、 
冉ぞ 巧がの餐 E を 巧ってください。巧正万を 
は、巧ぺージをご K ください。 



ストラップのち起をが用して、電池 
ぷたの□ックを図のろげ方巧へ引い 
て電ホぶたを開けます。 



2、«ホぶた*側の+表示に台わせて、 
リチウム巧池を正しく入れます。 



3. 電池ぶたを矢印方向に巧して巧めま 
す。 


巧用ま他…… 3 V リチウム巧化 

Cm 23 A 巧ち品 （1 が 


-が外なわ•寒冷巧での g がや写*をたくさん 
巧るときには、で相巧おをご用:®くだミい。 


* 巧 化ぶたが£し< ロックされると、「々チ， 
とちがします。 


• «化を巧るしても正しくげおしないとき 
は.«ホの巧きを巧巧しでください。 

♦ ■ホを外したときは、時を)が ro 時0み J 
になり、日巧は写しをみ禁止 -••••• にな 
ります。必ず巧到の 巧 正を巧なってくだ 
ミい。[度ではのべージを こで くだミい。] 


54 









■ I 古忌定めため巧巧 g でけ!*化オーバーになることがあります。 
■2 宙正 B 出がなられまだん0 


ストロホ«たのホ目巧を 

ストロボまおで人巧の n がホく巧ることがあります。これは、目のおおじストロボの化がなおし 
宛なする兵をです。人巧の巧りを B 巧るくしたり、巧をが.難を巧くにしてレンズを広ち削で想おす 
と、秀ホしにくく なります0 

このカイラには、巧お巧にストロポを I ちを光させ、巧をかさくしてからストロボ巧わを巧だう 
とで、目がボく写るのを目ぶたなくする「ホ Hg が巧お」があります。セットタをは、30ベージ 
ごおください， 



S な 2 :ち g の出巧がち< ない。 

1 

1 

1 

原因•巧& 2 : 

♦ピントををわせたいをのにフ r インダー巧め （） を正し <1 
わだて«おしでくだ 5 い。 [23 ベージ] 

♦ 巧ランプのま口を巧泛してから«おしでください。 [24 ページ） 

♦ 巧や*などで JW 巧寒を a わないようにして、シ*ッターポタン 1 
#かじ押しでください0【りべージ] 

• か1巨をが巧れていません々、い1ベージ】 

泣が 3 :スームレンスが»をに巧 W さ 
れ、電巧 OFF になった。 ； 

1 

巧因•巧巧 3 : 

♦ ■巧 ON のままぶ■した♦をは、巧■を巧 3 分 M たつと、合わの 1 
電巧 OFPf こなり£す。 [10 ぺージ] 

■ y モコン«用巧は.せ■みの6み切たつと、白わ的に電曲 OFFi 
なります 0 1がベージ] 
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泣が 

属田•幻担 i 

泣な4:リモ3ンじょる»巧がでまな 

い； 

1 

巧因•巧 . ' 

♦ リモコンが巧れするのは、 n メラの正面で的 5 m でず，この g 巧 
巧でリモコンをホホして < だ3い，り T ぺージ] 

♦ 坦巧時はリモコンか巧れしないことがちります、 [41 ベージ） 

• ストロボ巧 g 中。巧■が责了するまで巧ゥてください。 [4 T ペー 
シ] 

♦ リモコンの■ホが;肖耗している A [41 ベーシ] 

巧ホ5 巧< ないのじストロボがち化 
する。 

巧因 • 巧& 5 : 

• 逆ホでも自16的にス^<ロポが g 化します。 [25 ベージ] 

•ををバネルに > か a 示5れでいミサんか C [な> 34、36ベージ] 

なげ6 : S 示バネルに Hf 、： f の 
表示がでる6 

_ _ 

巧田 • 巧巧6 : 

♦ ブームレバーなどをわかしてみてくだ5い n まちが；きそればその 
ままこを巧になれますが、度々出る4をに13巧 W のす巧ながあり 
まず， 


二•つ V- ク <CE) は、寒を化 • a 巧およ U お S ぷな S じ巧する E じ（巧 W 直を}め兵を# 
巧に適をしていることそホすものです。 CE とは、フランス括のな immitS Kurop^n (» 
か!病间ホ）の巧居です。 


57 




靈體織! 

1 i t i # 


を巧のるな 

0ピ忖/時ま1|まぶ . 〔49ぺ 

ろフィルムな担： . [パべ 

©ち 化巧な S ち . じ2ベ 

0這る . こ42ベ 

0ストロボ OFK . [33、35 ぺ 

J スト〇ボ ON ……[32、34、36ぺ 
0ほぶ シャッター……[33、34ベ 

9バルブ . L 35、36 ベ 

0ポ目 巧が . [30 ぺ 

A リモコン巧を . [がぺ 

のセルフタイマー .[37 ベ 

6スボット AF . け3ベ 

&ズームレバー . 巧0 ベ 


巧 日ち 表示 [ LCD ] について 
♦巧60での 宙 通ではを晶表示が黒く 
なることがありますが、 巧 巧に房 
れば正をじなりまず。 

•ほ涵下では、なまの*巧巧る速度 
が这くなることがをります。これ 
は巧ちの巧 S によるもので巧扉で 
はをりません。 
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アフターサービスについて 


• ち 化学のサービス奋□では、ベンタンブス々 < ラ 
をはじめ、巧是么 * レンズやアブでサリーが 頁 巧 
ミれ、ちをにとってこ ‘R に f よれます。また、ま々 
のご巧终じら吃じておりますめで、たる g におな 
ち奇り < ださい。 

I本巧なが々一曲»した場むは，ご請入日から巧1 
ホち 1巧巧ち巧 a しますので、わ頁いヒけ民か巧用 
が月みこ Id 載されている e 巧りの当社サービスを 
口にお申し出<ださい。»畳をおるぎのちをは、 
3をのサービス煮□に直さお待ちください。を巧 
品ごをけのちらは、化な汚などを刮用して、#送 
中の街擊に W えるようしっかりと巧をしておさり 
ください。不良を本のフィルムやプリント、また 
を»巧巧のぶ占*そをホけしていただけると巧 
のみ巧に巧ぶらま9。 

2. がな用閒中[こ « 入る 1 ホ巧〕は、巧站 販 巧ち巧 
およひ苗人年月口がお人されているものこをごちホ 
ください 0 な狂*がだいと巧な巧巧中でもを理が 
ち巧に^^りまず〇 W お、巧を巧ま C は当な*—ピ 
スを口へお g けいたたく巧 B 用はおぞ诗にご 負 巧 
«いまず。また、巧巧なとまれ巧の a 貧结宙りに 
つきましてわ、 g ま方まによっては•なごる巧い 
ただく巧をがあります。 

3. 巧の巧 A は、挺 SEffiSa 中でら巧 K# 唐の巧をには 
だりません。 


•巧用上の窝り（巧用篇巧害紀«な巧の裝巧巧巧） 
によりまじたな B。 

• ぷなのち定ずる巧理巧巧い巧のれで巧われた巧 
巧•なち•みかこよるな:も 
•义巧•犬巧•地をまじよるせ田* 

.巧育 h のス He ちちを迅の#巧、防虫剤の入った 
巧ホでのお音寒）やす入れの不«|(お•抄•ホコ 
リ•水かぶり•シ3ッ7等）による巧巧0 
• 巧な*の巧巧の W いちを0 
•巧を巧名や«入 U 等のだ R がむ、填をならびに 
お ttM をむ正された巧を。 

4巧な巧田なをのな坦は台阿ち居とぞサていただき 
ます。なお、その»の法負ち巧りにつきミしても 
た玄存のご fi 担とさせていただきミす。 

5. 本«だ lOSg 用巧巧法おは、»巧けち切りを7ホ 
PS を目安に巧巧しでもりまず。 したがって本巧抽 
かは巧がとして gs をお受けをし t す。 K お、巧) 
巧なをであってら任理 oj 巧の巧合もるりますので、 
当巧サービスち□にお巧いをわせ< ださい。 

ん巧巧^な巧をされる巧を国 S 保な S をお持ろくだミ 
い。国 K なな■は、当扛サービス SU でお巧ろの 
巧な書と巧換じ堯行しております。[な弦巧间中の 
み有巧] 


明 


をな仕樓 


お式 . ズームレンス巧麗フルオート 35 mm レンズシ * ッター々メラ[テート巧き] 

巧用フィルム . SSmmDX フィルム専用り35パト□ーネ入 y ] IS 025 -3 劝〇宜れ度®セットり EV ステップ] 

DXti ^* IS 026 田ま 

S 面サイズ .24 x 36 mm [バノラ7摄お巧け 13 x 36 mm ] 

つィルム入れ . 才ート Q — ディンブ、裏ぷた田じにより1な目まで自わ巻き上げ 

をき上げ . 巨わぎま上げ式 

卷まちし . フィル么ち了巧自化售き S しす[卷き II し時 H : 24巧»リフィルムで的の巧]ちき勇し巧了 

持目れ ffiL ま中 S き戻し巧な 

AK 巧 ft . 巨 tbg 元な、き gg しにさ»[巧 >) 

か泣爱示 .* 巧バネルに LCD 巧 «* ホ 

レンズ . 巧〜 125 mmF <.8 〜り.5電»)スームレンズ6巧8巧面角（巧ろ S 3 5が〜19.5。 



ピントをわせ . バツシプ5安, AF 方ま、フ* —カスロックがき、ぶ巧 e 田=0ぶ m 〜 W [巧 mm 扣] l . O & m - 

cc [ i 25 mni « j ].【 It 大巧ホ巧 OCX )， 这 g 巧 K をり[ピントロ無巧速に因定 L M 巧ホあリ 
ブーミンブ . 1ゎ式 


ノラマ毎巧件、这ランプ 
，ち打：ストロボ堯化《 


正み、パ 


巧»さの解お可巧 


•フロフ 

ズ式 

■子なランプま示，巧 lb 時肚約 
実巧なズームファインダー、巧 
















9 化. 


■出むスイ 
ス h •ロボ' 


. プ0ブラム式自わ»化[6分か M 巧] 

R 化法わ«田 tiSOMO ] 才ート.日中シンク a 玲 =6 VlO - EV 18(38 mm fl ] 
EV 14- EV 20[ r 25 mm < l ] 巧速シャッタ ー SK 時 = £ V 5 〜 18[38 mm «リ 
EV 6 ぶ一 2 Cl 〔125 mm *〕 巧光時音化？ * 正機巧付 
子 シ fv 夕ーボタン 

. スームオートスト〇ボ巧*[ホ目お付き]、サート=ほ»«、逆化ち目な堯ホ、スト 

D ポ ON ■日中シンクロ/巧这シンク松までさ用可化3 
バルブシンク □ =1/2巧-"1み 

ストロボ巧お巧曲 • • [ IS 04 抑巧用時] 38 fnmffJ »0. B -7.6 m . 口 5 mm 冉，1.06—3ぶ m 
スト□ボ巧 g 玲巧...的5巧[当を位 g 条件じよる〕 

リモコン . ホ外 SRJ モ ー トコン h 口ール、 J モコンシ * ッターポタン巧しで3みを»お、作 ■) ち» = 

カブラ抗面巧 5 m W 巧 

リチウム■化にか62リ ia 〔サービスセンタ-た«1] 


リモコン R 巧 . 

リモコン大きさ • 

S ■〔重さ] 

hm . 

巧ち巧巧本巧…… 
た; A 巧警 5 …… 
テート巧« . 

テータ写しをみ方を 
テータの巧 S. 


夫きさ 
付属品 


[重ミ] 


22[«] x 5 O 0[«] x 9.5 C»]mm Sg 〔■ホさむ] 

SV リチウム■ホ [ CR 123 A 巧当る]1本巧用 

24巧操りフィルム巧用ち的口本（スト〇ボ扣おを用.当なな件による3 
»示バネルに C * がま灯、.有滅時シ*ッターロンク 

ク》—ツ Wa •巧 flS 示式テジタルち巧、才— h わレンダー[西 B 20抑をまで、 

») 度正〕、バノラマ時 SU 这み巧巧 
フィルム巧面からの写しなみ 

A 巧.月 .a 6日 .6 •み® . 〔データ写しるみ麵し] 〇ち•日•年•日 

巧 

1 l 3. S[«j X がぶミい扣[扉み ] mm 23お〔■ホ州 

ストラップ、ソフトケース、リモコン 


曲年巧宜 
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PENTAX ESPI 0125 M クイックガイド 


クイックガイド（このべージは、切り巧ってソフトケースなどに入れてお巧いください 0) 

こんな写*を«りたいとお.つたときに、ま示"ネルに下のま示を出すだけで ffi 単に提ぉができます。 


V ボタン 

オート 

a も-.巧め f ゴモードでず。巧いホや逆戊では目 
巧的にストロボが巧化しミす。 
i S 中シンクロ 

巧るくてら培くてもをにストロボが巧光します0 
盾广をかぶ <た人巧«みだど、逆あ巧で人巧 
が巧くだってしまう巧に巧いまず。 

を 0 化3シ*ッター 

巧くてらストロボをち巧させません。ストロボ 
が巧えだいちみなやを內の頂 B 巧を利巧した巧お 
をしたいとまに巧います。 

V □ はさシンクロ 

ダ S をバ’/クにした人お巧於•どで、人巧にス 
► ロボを马てることで、夕ると入巧をバランス 
よく巧おでさ S す〇 
を B バルブ 

巧乂や巧ちの tlR に巧います。シ ♦ / 夕ーボタ 
ンを好している巧シト•/クーが巧き巧けまナ。 

% B バルプシンクロ 


の— • ボタン 

の セルフタイマー 

日み自をも:4みこちりたい i まじ巧いミサ。1口 
巧をにシ f /夕一が切れま才。 

■»> リモコン 

々イラから離れたところからシ* V 夕一を巧る 
ことがで3ます0 

リモコンのン*ッターボデンを巧すと3巧をに 
シ * ブーが切れまず。 

AF ボタン 

盛 这录 ttK 

3い苗窝やガラス苗しのる gfj どを fi おすると 
きに巧いま io 
SPOT AF スポット AF 

巧ち化分たけにピン h ををわせて«おするとき 
に巧いまナ〇 
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‘ルブ巧 E でストロボを巧巧さだまホ。巧るを 
バ/クにした人ち巧が*ぶどに库います。 












PENTAX espio 125 M 



フィルムのを中ちきまし 

1. カメラ底面のフィルムを中をき戻し 
ボタン023をストラップの装程で押 
します。[卷き戻しがおま y ます] 

2•をき戻しがおわると、モーターは止 
まり表示バネルの日か点巧して巧 
らせます。 

3.表示バネルの0の点巧を巧巧して 
からフィルムを巧り出してください。 


• を中をさ吴しは、巧»が ON 、 OFF どろら 
でも uj 巧です。 


クイ_ か ガイド_ 

日かや時刻の巧正 

1. DATE ボタンを3巧间押し精けると 
「年月日」表示の「年」とズームレバー 
表示ク Sr がお巧します。 

2. DATE ボタンを一国巧すごとに魚公 
表示が[年一巧一日一時一分]の順に 
移かします。應正したいま示を,ち* 
さ甘てください。 

3. ズームレバーを左をに回すと点、巧し 
ている巧イ直を S 夏すミことができま 
す。右に回すとお植は進み、をに回 
すと房ります。回し巧けるとおけぶ巧 
からは«けてま化します C 

4. を正をは、 DATE ボタンを何度か押 
して、「年月日」表示に房して点巧を 
なくします。 

• 「々」表示の点巧が巧で、で在 1 T ポブン 
を時報などに合わせて巧すと0巧に七.ソ 
卜されます。 

* ちちが U ドドでは、 U 付や時が]の修止はで 
きません。 
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♦巧 H いろねはな巧の S ヴービス Jan A 

ペンタツクスフスークム 甲 163-04 か * 巧ホ*!©区西なが11 K 巧=«ビル 1* けホ51 

* 巧ヴービスだンター甲 104-00 かホ巧巧居を宝«58-}〇 J •口 SsS 5 ■巧 
化 Av • ビス b ンターマ拍〇の10 や》?】こ1押 k 巧16がペンタツフスみ S ピル 

U S ヴーピスたンター甲拍 1-31 33 lue 巧 SEg か巧 1-7. 1キ ttS 王ホ SIR ビん5« 
» かブービスなンター甲巧1•がが#«々丕面 A /•巧 11 W « H 5 巧み'ん4ち 
« ifl ヴービスなンターマ231-拍が《巧巧 cpE 巧巧田27-10曰玉まホ M 巧ピ 
m 田ヴーピス t ? ンターで420•巧な6巧ホ助 24-2 狂忘*»バん g * 

若 s « ヴ—ビスでンター*461•のび爸56巧* e $ i •巧 a 
X S ヴーピスなンター干 W 2 •出か X 店巧巧み 17-9 "—んビル?*! 

C #ヴービスなンター X 733-0035 の■巧巧 B 巧 B 百3 5 2否ウピ J し胡！ 

ち田ヴーピス C ンター f お〇‘巧巧«同巧«る区审 * 巧*田3 8 / T - J レビん1ち 

巧 SM わま- .平 104-0061 gSS 屯巧 Eege 9-10 口 SIT ぃ'‘ 

♦ HV ' 巧曰方去じ±«@巧6苗こしで R み$ブ， 

55?レ、ま呆ホ坦ペシ y ツクス 77— ラムは年中《巧で守, 


tt の1ぉ巧)巧が（け） 
»巧{お巧か? U け） 

〇の1(巧 2)3231 at ) 

〇〇巧<3バ )68 拍《け） 


a0?5 (??4 )6391 Cft) 
〇 045(?32 )5281 «t) 

〇於む巧 b 度扣かけ） 
〇於む況2巧妍りジ 

006(6271 )7995<«) 


0082。お)谢1(巧） 
©0 の口か）巧巧(巧） 
«旧(る??)か巧 


•が 

か 


ほ光学工業みホをせ 

ぞ |74* K 巧 ■* AAlIt 空 RRR ミー}ら • 9 


ペンタックス巧巧株式を巧 

>|« «14 IS ■干 tv 田 E 4 田 Q I I I 


S けけ 


ベンタックスフ r ミリーのこち巧 

ペンタックスフ7ミリーは、ペンタンクス愛用巧の 2 / g クラブで 
ず A 年4 M のな巧とリ頁が16の WA ‘、イベントへのぎ加ク巧巧が 
をのを目割引すょど巧な4-巧巧がホウます。 

お申しとみ • わ PcJH 、 巧わせは f おべンタックスファミリー早ち W 
まで 0 

甲 lOfhOOU おおな ; TftI り K 永 l!!W い 11-1 

•i ぶ嵌ビル 3R 003 ( 獄狄 03 が 

なこの«用肪明會じは巧生巧を宙り！しでいさ 

々化«れよび巧«の一1(?を了巧*«^ く巧おずることがホ〇まず。 06-9 fi 1 l 2 









